
大垣市下水道関連施設取付管設置要綱  

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、大垣市公共下水道、農業集落排水処理施設及び小規模集

合排水処理施設（以下「下水道関連施設」という。）の整備に当たり円滑な

事業推進及び事務取扱いの適正化を図るため、取付管及び公共ますの設置、

維持管理等について必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定

めるところによる。 

⑴ 取付管 下水道関連施設の使用を可能にする目的で公道又は私道に設

置した下水道管と宅内排水設備を接続するための管渠をいう。 

⑵ 公共ます 宅内排水設備の最下流に市が設置した維持管理用のますを

いう。 

（取付管設置の基準） 

第３条 取付管の設置は、１区画につき１箇所とする。ただし、１区画内にお

いて次に掲げる施設を複数有するときは、当該施設ごとに設置することがで

きる。 

⑴ 工場、事務所、店舗、売店等 

⑵ 共同住宅 

⑶ 社宅、寄宿舎又は寮 

⑷ 学校 

⑸ 家屋所有者又は使用者の異なる建物 

２ 前項の規定にかかわらず、市長が必要と認めるときは、前項に規定する数

を超えて取付管を設置できるものとする。 

（取付管設置費） 

第４条 前条第１項の規定により取付管を設置するときの費用は、市の負担と

する。ただし、下水道関連施設の供用開始の公告があった区域において家屋

等の増改築及び区画割の変更等により同項に該当することとなったときの

取付管設置の費用は、取付管を設置しようとする土地所有者等（以下「設置



者」という。）の負担とする。 

２ 前条第２項の規定により取付管を設置するときの費用は、設置者の負担と

する。 

 （特別使用許可による取付管設置費） 

第５条 前条の規定にかかわらず、特別使用許可による取付管設置の費用は、

大垣市下水道関連施設特別使用許可要綱（平成１８年３月２７日制定）の定

めるところによる。 

（取付管設置の手続） 

第６条 設置者は、下水道取付管位置の報告（別記様式）を市長に提出しなけ

ればならない。 

２ 設置者の負担をもって取付管を設置する設置者は、前項に規定する報告の

ほか大垣市下水道施設引渡し取扱要綱（平成２２年４月１日制定）に規定す

る手続を行わなければならない。 

（維持管理） 

第７条 市長は、原則として官民境界から宅地側３０ｃｍまでの取付管につい

て維持管理を行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、上石津地域においては、市長は公共ますまでの

維持管理を行う。 

３ 故意又は過失により取付管又は公共ますに破損等を生じ、使用不可能とな

ったときは、その原因者は、自己の責任においてこれを補修しなければなら

ない。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。  

 

   附 則  

 この要綱は、平 成 ２ ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 



別記様式（第６条関係） 

下水道取付管位置の報告   N0．    

    設置位置の地番 
                                 

    設置者 
     住 所 
     氏 名                     ㊞   

     下水道取付管を設置しましたので、報告します。 
    施工業者 
    現場代理人                    ㊞   

     設置者の承諾に基づき施工しました。 
                         年  月  日 
    大垣市水道部下水道課長 行 
 
                                 方位 
    M                      M   ｍ 

○                      ○ 
                           

 

 添付書類  

 ・位置図（住宅地図など設置場所がわかるもの） 
・設置完了写真（注：必要に応じて施工状況写真を添付すること。） 

 
 

写 真 
 
 

（管種、管径、土被り、延長、本管接続状況がわかるもの） 
 
 


